
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第60回日臨技近畿支部医学検査学会 
The 60th Annual Meeting Japanese Association of Medical Technologists Kinki Branch 

同時開催：第4 0回日本衛生検査所協会近畿支部学術研究発表会 

 

⚫ 主催：一般社団法人日本臨床衛生検査技師会近畿支部 

⚫ 担当：一般社団法人福井県臨床検査技師会 

⚫ 学会長：加藤幸久（福井赤十字病院） 

⚫ 実行委員長：川上優（福井県済生会病院） 
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開催概要 

 
◆ 日     時  ： 2021年 11月 27日（土）～12月 10日（金） 

◆ 会     場  ： WEB開催（オンデマンド配信） 

◆ 学  会  長  : 加藤 幸久（福井赤十字病院） 

◆ 実行委員長  ： 川上 優（福井県済生会病院） 

◆ 事 務 局 長  : 猿木 邦之（福井赤十字病院） 

◆ テ  ー  マ  ： エビデンスを導く臨床検査  

               検査の歴史に誇りをもって～近畿 60年～ 

◆ 主     催 ： 一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会近畿支部 

◆ 担     当 ： 一般社団法人 福井県臨床検査技師会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆事務局 ： 一般社団法人 福井県臨床検査技師会 
〒918-8231 福井県福井市問屋町 1-1 
E-maiｌ：60ｔｈkinkijimu@fukui-amt.org 

 
◆運営事務局 : 株式会社ライトスタッフ 
〒910-0019 福井県福井市春山」1丁目 1-14 福井新聞さくら通りビル 3階 
E-maiｌ：60thkinki@right-stuff.biz 

mailto:60ｔｈkinkijimu@fukui-amt.org
mailto:60thkinki@right-stuff.biz
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第 60 回日本臨床衛生検査技師会近畿支部医学検査学会 

 

 

 

 

学会長 加藤 幸久 
 

 

令和２年度に第6 0回日臨技近畿支部学会の担当県となりましたが新型コロナ感

染拡大の影響を受け、令和３年 11 月 27日（土）から 12月 10 日（日）に渡り福井

県からWEB形式（オンデマンド配信）にて本学会を開催することになりました。 

WEB 形式での学会は初めてであり不安もありますが会員皆様のご協力により現

地開催では経験出来ないような学会となるような企画、運営を行っていきたいと思

っております。 

テーマは「エビデンスを導く臨床検査～検査の歴史に誇りを持って近畿60年～」と

変わっておりません。私たちが日頃行なっている検査、その結果こそが医療の科学

的根拠であることを忘れず、近畿支部の新たな 60 年となる学会にしていきたいと

考えています。 

新型コロナの感染が拡大する中、医療現場の一線において検査業務に対応されて

おられる方や、新しい様式への対応に戸惑いを感じている方もいらっしゃるとは思

いますが、移動もなく普段着でWEB形式の支部学会に参加してみませんか。皆様

の参加をお待ちしております。 
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 一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会 

代表理事 会長 宮島 喜文 

 

 

 本学会が、一般社団法人福井県臨床検査技師会の加藤幸久会長の下で、メイン

テーマ「エビデンスを導く臨床検査～検査の歴史に誇りをもって近畿 60 年～」とし

て開催されますことを会員の皆様とともにお慶び申し上げます。 

また、平素より一般社団法人日本臨床衛生検査技師会（以下、日臨技と略す）の

活動に、ご理解、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、昨年からの新型コロナウイルス感染症に見舞われている中での支部学会の

開催となりました。本来、支部学会には多くの会員・関係者が集い、活発に最新の研

究成果の発表や討議を対面で交わし、交流会で親睦を深めることにも意義がある

のですが、感染拡大防止の観点から社会活動が制限される中、Web 形式を軸とし

て開催されることになりました。厳しい環境下の中での学会企画・運勢に関して、担

当県技師会を始め、関係者の皆様のご労苦に深く感謝申し上げます。 

 さて、我が国は人口減少・高齢化という難題に立ち向かうため、全世代型社会保

障制度の構築に向け、働き方改革・人づくり革命・生産性革命や質の高く効率的な

保健・医療・介護の提供等の政策展開を進めていました。 

 そこに、新型コロナウイルス感染症が発生し、我が国においても全国的な蔓延とな

り政府も感染収束に向けて総力を挙げて取り組んでいます。会員の皆様には感染

症の診断根拠となる検体採取・PCR検査、更にはワクチン接種の担い手として重要

な役割を担っていただいております。 

 今年 5 月には医師の働き方改革を進めるためのタスク・シフト/シェアについても

臨床検査技師等に関する法改正が行われ、大幅な業務範囲の拡大が図れました。

そして、既資格者の研修も開始されるとともに、臨床現場での実践にも着手しなけ

ればなりません。 

 臨床検査を取り巻く環境変化の中、本学会は担当県実行委員会の時勢に即した

特色ある企画と円滑な運営で進められ、更に日臨技が学術・職能団体として抱えて

いる重要な課題について、会員の皆様への情報提供と研究成果を発表する身近な

学会として期待されています。 

 本学会の盛会を祈念するとともに、運営するにあたりご尽力をいただきました加藤

幸久学会長、川上優実行委員長をはじめ、福井県臨床検査技師会の皆様に心より

感謝申し上げます。 
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  一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会 

           近畿支部長 竹浦 久司 

 

 

令和 3 年度日本臨床衛生検査技師会(日臨技)近畿支部医学検査学会の開催

にあたり、ご挨拶申し上げます。現在、日臨技は、今年度の2本柱で一つはタスクシ

フト/シェアに関する厚生労働省大臣指定講習会のシミュレーションを中央で行い、

各支部へ展開し、都道府県技師会で展開する状態です。一方、臨地実習指導者講

習会もやっとテキストが完成し、Web ではありますが中央で関係者のための講習

会を行うところまで進めることができました。あとは会員の皆様が目標人数に参加

していただくことをお願い申し上げます。 

さて、今回の学会のメインテーマは、「エビデンスを導く臨床検査技師」サブテー

マを「検査の歴史に誇りをもって〜近畿 60 年〜」となっています。本学会のプログ

ラムは特別講演としてテーマ「衣料から医療へ『下町ロケット 2〜“リアル”ガウディ

計画〜』への挑戦」と題し、福井経編興業株式会社社長髙木義秀先生にご講演い

ただきます。その他にシンポジウム、教育セミナーを多数企画しています。 

日臨技近畿支部学会は、従来から日本臨床検査医学会近畿支部や日本衛生検

査所協会近畿支部などの検査関連団体と協調して内容の充実した学会を開催して

まいりましたが、このコロナ禍で日本衛生検査所協会近畿支部とのみのコラボにな

ります。この学会に参加された方々が日頃の研究成果を発表することや幅広く意見

交換することで、それぞれの学術や技術レベルを向上させることにより、検査力や人

間力を高め臨床検査を通じて広く社会に貢献できることを期待しています。 

この度は、会員・賛助会員、関係各位のご協力に感謝申し上げるともに、学会企

画運営にあたられます加藤幸久学会長をはじめ学会実行委員の福井県臨床検査

技師会の皆様のご尽力に心より感謝申し上げます。 

 最後に、来年 2022 年 5 月 21・22 日にて全国医学検査学会を 24 年ぶりに大

阪で開催します。Web と現地開催を計画していますので、より多くの会員皆様のご

参加をよろしくお願い申し上げます。 
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第 60回日臨技近畿支部医学検査学会実行委員 

 
学  会  長 : 加藤幸久 

実行委員長 : 川上 優 

 

❖ 事務局長 ： 猿木邦之 

井村敏雄・津田知恵美・押野寛美・川端直樹・齊藤泰子・山田恵美子 

❖ 学術部長 : 飛田征男 

生物化学分析部門 ：東 正浩 

臨床一般部門    ：武田 泉 

臨床血液部門    ：山野智子 

臨床微生物部門  ：久田恭子 

輸血細胞治療部門 ：渡辺純也・海老田ゆみえ 

病理細胞部門     ：秋山綾子・桑野芳恵 

染色体・遺伝子部門：飯田貴雄 

臨床生理部門     ：守部 司・河野裕樹・北嶋祥太郎 

臨床検査総合部門 ：見谷敦司 
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参加者の方へ 

 
❖ 参加登録 

WEB開催に伴い、参加登録はすべてオンライン上での対応となります。 

【日臨技会員】 

  参加登録期間：2021年 10月 1日（金）～2021年 12月 10日（金） 

【賛助会員、関連学会・団体/非会員】 

  参加登録期間：2021年 10月 1日（金）～2021年 12月 3日（金） 

 
❖ 学会参加費 

 

参加区分 参加費（税込） 参加登録方法 

日臨技会員 3，000円 

生涯教育制度：専門 30点 

日臨技  

・学会システム 

賛助会員 

関連学会＊１・団体 

3，000円 学会HP 

・登録用紙を提出 

日臨技非会員 13，000円 学会HP 

・登録用紙を提出 

学生 無料 学会HP 

・登録用紙を提出 

＊1：日本衛生検査所協会、日本臨床検査薬協会、日本臨床検査学教育協議会、日本臨床検査医学会  

 

❖ WEB開催用 配信サイトの閲覧について 

【日臨技会員】 

ID：日臨技会員番号 
PW：日臨技会員専用サイトのログインパスワード 

【賛助会員、関連学会・団体/非会員】 

参加費の振込を確認後、学会開催約 1週間前よりログイン情報に必要な
ID/PWを配信いたします。 
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❖ 領収書について 

【日臨技会員】 

お申込み手続き完了後、会員専用サイトより領収書を印刷することができま
す。 

【賛助会員、関連学会・団体/非会員】 

参加費の振込を確認した後、メール添付にて送付いたします。 
 

❖ 参加証について 

【日臨技会員】 

WEB開催の参加証は、11月 27日（土）～12 月 10日（金）の会期中にセッションの
聴講歴が確認された方を12月下旬に日臨技が参加登録いたします。 
その後、ご自身の会員ページにて参加証（A4サイズ PDF）が出力可能となり
ます。 

【賛助会員、関連学会・団体/非会員】 

  会期中の聴講歴を確認した上で、メール添付にて送付いたします。 
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視聴方法＊質疑応答について 

 
❖ 視聴方法 

⚫ 安定したインターネット回線（有線 LAN 推奨）、視聴する端末（PC やタブレッ

トなど）が必要です。 

⚫ 同時に視聴できる端末は1つのみです。他の端末で引き続き視聴される場合

は、必ず現在視聴中の端末でログアウトしてから、他の端末でログインし直し

てください。この手順を踏まない場合（同時に複数端末のログインが検知され

た場合）、システムにより不正行為と判定され、どの端末でもこのアカウントで

はしばらくオンライン学会にアクセスできなくなります。 

❖ 禁止事項 

⚫ オンライン学会で配信されている全てのデータの記録、収録、録音は固くお断

り致します。 

⚫ ご自身のアカウントはご自身の視聴用途のみにご利用頂き、第三者への供与

は禁止致します。 

❖ 対応ブラウザ 

⚫ Google Chrome（最新版） 

⚫ Firefox（最新版） 

⚫ Safari（最新版） 

⚫ Microsoft Edge（最新版） 

＊Internet Explorer はご利用いただけません。 

 

❖ 会期中の質疑応答について 

⚫ 発表スライド公開中に閲覧者が演題に対する意見、質問等をチャット形式で演

者に送ることができます。（ただし、公開期間終了間際での質問に対して演者

は回答できない場合がありますのでご注意ください） 

⚫ 質問投稿時、投稿者の氏名・所属は自動的に表示されます。 

⚫ 演者の登録メールアドレス宛に 1日 2回（7：00、19：00）演題に寄せられた

意見、質問等を自動送信します。自動送信を待たなくても、演者は閲覧システ

ムにログインすればいつでも意見、質問等を確認できます。 

⚫ 演者は質問が投稿された場合、公開期間内にチャットにより返信ください。 

なお質問者には演者が回答した旨のメールは届きませんのでご了承下さい。 
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発表者および座長・司会者へのご案内とお願い 

 
❖ 発表データ登録期間 

登録期間：11/1（月）～11/15（月）18：00 

❖ 発表データの種類 

発表データは音声付きの PowerPoint か、それを動画に変換したものか、その他

の手法で作成された動画となります。 

（動画の仕様：mp4形式、解像度 1280×720） 

❖ 発表データ作成時の注意点 

・発表データは、Windoｗｓ版PowerPointでの作成を推奨します。対応するバー

ジョンは 2013，2016、2019、365です。 

・スライドのサイズ設定は「標準（4：3）」、「ワイド画面（16：9）」どちらでも対応可能

ですが「ワイド画面（16：9）」を推奨します。 

＊参加者視聴時「標準（4：3）」では画面左右に余白ができ、小さく見えます。 

・PowerPointのスライドには発表者の発表音声を録音してください。 

・PowerPointのスライド枚数に制限はありません。 

 一般演題の発表は発表時間を 6分以内に収めてください。 

・演者名・所属・演題名は画面上部に自動表示されます。 

・利益相反（COI）開示スライドを必ずスライド内に入れてください。 

❖ オンライン学会システムへの登録方法 

・登録画面のURLは 10月下旬に、演題登録時登録されたメールアドレス宛てにお

送りします。 

・登録画面へは 11月 1日（月）10：00よりアクセス頂けます。 

・登録方法の詳細は学会HPをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 



- 10 - 

 

令和元年度 

日臨技近畿支部医学検査学会（第 59回）支部学術奨励賞 

 

 速水 亮一  ≪長浜赤十字病院≫ 

「血清リチウム濃度の院内至急測定が有用であった 2症例」 

―選考理由― 

リチウムは躁病および双極性障害の躁状態に対して広く利用されている薬剤である。今
回 2 症例は臨床のニーズに合わせ、血中リチウム濃度を 24 時間体制で測定を行って
おり、本検査がリチウム中毒を早期発見でき、さらに早期治療に繋がった。本報告は薬
剤が多用される昨今、薬剤モニタリングの重要性を示す報告であった。 

 

 大野 怜奈  ≪国立病院機構 神戸医療センター≫ 

「心嚢液穿刺細胞診が有用であった HHV-8陰性原発性体腔液リンパ腫の一例」  

―選考理由― 

近年報告されつつある Primary Effusion Lymphoma-Like Lymphoma という
稀な疾患の症例報告であった。セルブロックが作製できていなかったため、免疫染色等
の結果は得られなかったが、疾患および初回時セルブロックの重要性を啓発した内容で
あり、日常業務に大変役立つ内容であった。また、国内で数例しか報告がないアスベス
ト暴露との関係性についても、自験例にて調査していきたいとのことであり、第２報等の

今後の進展が期待できる報告である。 

 

 白石 祐美 ≪独立行政法人神戸市民病院機構 神戸市立医療センター 中央市民病院≫ 

「骨髄血・リンパ節と髄液で軽鎖制限の異なる細胞集団を認めた悪性リンパ腫の一例」 

―選考理由― 

悪性リンパ腫のフローサイトメトリー（FCM）検査において、同一患者であっても解析対
象の組織によって、同一患者であっても解析対象の組織によって、表現型が異なる腫瘍
細胞集団を認める事例を稀に経験する。今回、骨髄血・リンパ節と髄液で軽鎖制限の異
なる細胞集団を認め、遺伝子再構成検査において同一クーロンであると判明した症例

報告である本症例および過去のデータ共に解析が詳細になされている。FCMでの微小
残存病変の検査時に、初回検査時の腫瘍細胞の表現型にのみ着目すると、腫瘍細胞を

見落とす事例もあり、検査における注意喚起をしている。また、他病院では院外検査が
多い項目を自施設で精度管理を行い、実施されている事にも問題意識の持ち方、探究
心の高さを強く感じた。 
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プログラム 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別講演 日臨技企画 教育セミナー シンポジウム連盟企画

第40回日本衛生検査所協会近畿支部学術研究発表会 一般演題

共催セミナー

第60回日本臨床衛生検査技師会近畿支部学会医学検査学会 一般演題 
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特別企画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・新時代の臨床検査技師の役割について 

    安田 守（京都府向日市 市長） 

 

 

 

 

 

高木 義秀（福井経編興業株式会社社長） 

 

特別講演

•衣料から医療へ「下町ロケット２～”リアル”ガウディ計画～」への挑戦

日臨技企画

•タスクシフトの本質と臨床検査技師の未来

•新しい「日臨技 品質保証施設認証制度」について

宮島 喜文（一般社団法人日本臨床衛生検査技師会 代表理事会長） 

滝野 寿（一般社団法人日本臨床衛生検査技師会 専務理事） 

連盟企画 
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特別企画 

 

 

 

   教育セミナーⅠ 輸血細胞治療部門 

培養赤血球を用いた血液事業新展開の可能性について 

 

座長：笹田裕司（京都府立医科大学附属病院） 

演者：栗田 良（日本赤十字社 血液事業本部中央血液研究所） 

 

【概要】不規則抗体を検出・同定するための赤血球試薬は、供血者によって抗原やその

量が異なっている。複数抗体保有例や高頻度抗原に対する抗体保有例では抗

原陰性の赤血球試薬が入手できないため苦慮したことはないだろうか。当セミナ

ーでは細胞培養・遺伝子操作技術を用いて人工的に検査用赤血球試薬を作製

する研究についてご講演頂く。 

 

   教育セミナーⅡ 臨床一般部門 

一般検査スライドカンファレンス ～鏡検力を磨く Step upセミナー～ 

 

座長：山田真衣（彦根市立病院） 

   ：武田 泉（福井大学医学部附属病院） 

演者：藤井宏哉（医療法人社団秀英会 神戸朝日病院） 

    野崎聖恵（医療法人寺西報恩会 長吉総合病院） 

    佐伯仁志（国立病院機構 敦賀医療センター） 

    松村隆弘（北陸大学） 

 

【概要】一般検査はスクリーニング検査の代表的なものであり、日常診療の基本となる

検査である。今回は、参加型のスライドカンファレンス形式で、基礎成分を中心と

した尿、穿刺液、髄液、寄生虫について間違いやすい成分との鑑別や注意すべ

きポイントについて学び、鏡検力アップを目指す。 

 

 

 

教育セミナー 
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   教育セミナーⅢ 検査総合部門  

検査データ判読の初歩、基礎編 

 

座長：見谷敦司（福井赤十字病院） 

演者：浅田高至（国立研究開発法人 国立循環器病研究センター） 

 

【概要】本セミナーでは生化学データ判読の初歩として、各検査項目の臨床的意義や他

項目との関連性を整理するとともに実際の患者データを用いながら、検査値・生

化学データの読み方・考え方を学んでいきたい。 

 

 

   教育セミナーⅣ 臨床微生物部門 

感染症診断の基礎 ～求められる臨床微生物検査～ 

 

座長：中村竜也（京都橘大学） 

演者：森田浩史（福井大学医学部救急医学） 

 

【概要】感染症診断において、臨床微生物検査技師との協同は不可欠である。適切な診

断は、患者の治療や予後に直結するため、できる限り早期に行う必要がある。外

来・入院診療における微生物検査の重要性を、実例を交えて講演していただく。 

 

 

   教育セミナーⅤ 臨床血液部門 

貧血、フローサイト、日臨技伝達セミナー 

 

座長：清水早苗（福井県立病院） 

    梅村茂人（滋賀県立総合病院） 

演者：岸 慎治（仁愛大学人間生活学部） 

    永井直治（公益財団法人天理よろづ相談所病院） 

    久保田 浩（大阪市立大学医学部附属病院） 

 

【概要】身近な病気であり、大病の可能性もある貧血と造血器腫瘍の診断に欠かすこと

ができないフローサイトについて基礎的なことを学ぶ。一昨年、分類基準が改訂

された骨髄幼若顆粒球と赤芽球について伝達講習を行う。 
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    教育セミナーⅥ 生物化学分析部門 

学会・論文発表のための統計学 ～多変量回帰分析の実例～ 

 

座長：松村充子（公益財団法人 天理よろづ相談所病院） 

演者：山西八郎（天理医療大学） 

 

【概要】学会・論文発表を行う際に統計的検定を用いることは多々あるが、皆さんは適

切な統計手法を選択出来ているだろうか？間違った評価や解釈をしないように

臨床検査分野でよく用いられる統計手法を中心とした実例をもとに解説いただ

き学びたい。 

 

 

    教育セミナーⅦ 生物化学分析部門 

検査前プロセスと検査値への影響 ～採血による誤差要因～ 

 

座長：和田 哲（和歌山県立医科大学附属病院） 

演者：石井 葵（積水メディカル） 

 

【概要】精確な検査結果を提供するためには、検査前のプロセスが重要な要因となる。そ

こで採血を中心とした検査前プロセスが、どの項目に、どのような影響を及ぼす

かを学ぶことで検査品質の一層の向上を目指したい。 

 

 

    教育セミナーⅧ 病理細胞部門 

知っておきたい EUS-FNAの細胞診 

 

座長：中村純子（兵庫医科大学病院） 

：黒木和人（福井県済生会病院） 

演者：深田智子（京都岡本記念病院） 

    稲葉洋美（滋賀県立総合病院） 

    龍見重信（奈良県立医科大学附属病院） 

    佐々木伸也（堺市立総合医療センター） 

    野村佳克（福井県済生会病院 消火器内科） 

 



- 16 - 

 

【概要】EUS-FNA（超音波内視鏡下穿刺吸引生検法）が保険収載されて1 0年が経ち、

多くの施設に普及し一般病院でも実施されるようになってきた。しかし一部の施

設を除き、多岐にわたる病変の細胞像を実際にみる機会はそう多くないのでは

ないだろうか。今回検体採取から標本作成、症例からEUS-FNAの細胞診を学

び、また基調講演として臨床医の立場から EUS-FNA の対象になる疾患や画

像、臨床検査技師に知っておいてほしい内容などを講演していただき、日常の業

務にいかせるようにしたい。 

 

 

    教育セミナーⅨ 臨床生理部門 

疾患の理解を深める ～動脈硬化～ 

 

座長：守部 司（福井赤十字病院） 

演者：住ノ江功夫（姫路赤十字病院） 

    柳 善樹（国立病院大阪医療センター） 

    大前嘉良（紀南病院） 

    白土美佳（奈良県立医科大学附属病院） 

     

【概要】動脈硬化への理解と臨床検査の有用性の再認識。 
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特別企画 

 

 

 

 

    シンポジウムⅠ 輸血細胞治療部門 

輸血副反応（副作用）発生時の対応 ～それぞれの立場から～ 

 

座長：坊池義浩（神戸学院大学栄養学部） 

    志磨美緒（大阪医科薬科大学病院） 

演者：今村 信（福井赤十字病院 内科） 

    前田典江（福井大学医学部附属病院 看護部） 

    大塚真哉（兵庫医科大学病院） 

    後藤直子（日本赤十字社 血液事業本部安全管理課） 

     

【概要】血液製剤は非常に安全性の高い製剤であるが、人の血液を原料とするため輸血

副反応（副作用）を完全には回避することはできない。当シンポジウムでは輸血

医療に携わる多職種の方々に輸血副反応発生時の対応についてそれぞれの立

場からご講演頂く。 

 

 

シンポジウムⅡ 臨床一般部門 

血尿から感じるイマジネーション ～症例から考える病態～ 

 

座長：南保栄美子（福井循環器病院） 

    宇野良美（医療法人 林病院） 

演者：堀田真希（大阪大学医学部附属病院） 

    北川大輔（奈良県総合医療センター） 

    礒貝好美（和歌山県立医科大学附属病院） 

    大沼健一郎（神戸大学医学部附属病院） 

    新井未来（済生会滋賀県病院） 

    松村隆弘（北陸大学） 

 

 

シンポジウム 
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【概要】我々技師はあらゆる情報から想像力を働かせて業務に向き合う必要がある。今

回のシンポジウでは尿沈査成分である赤血球にスポットを当て、血尿を主体とす

る様々な症例から、『次の一手をアプローチできる技師』の育成につなげることを

目的とする。 

 

 

    シンポジウムⅢ 臨床微生物部門 

効果的なAntimicrobial stewardshipに繋げる Diagnostic stewardship 

 

座長：口広智一（公立那賀病院） 

    久田恭子（福井大学医学部附属病院） 

演者：吉田元治（大阪府立中河内救命救急センター） 

    川端直樹（市立敦賀病院） 

    阿部教行（公益財団法人 天理よろづ相談所病院） 

    谷野洋子（京都府立医科大学附属病院） 

     

【概要】抗菌薬適正使用支援（AS）を効果的に行うためには、検体採取の支援や迅速検

査・迅速結果、適時報告など、適切な診断支援(DS)が求められている。それら

を実践するために、今回規模の異なる 4 施設における現状の検体体制や ICT・

AST 活動の取り組みなどを紹介していただき、微生物検査室の今後のあり方や

対応について考える機会としたい。 

 

シンポジウムⅣ 臨床血液部門 

新人技師や初心者への教育について考える~教 え る べ き ポ イ ン ト 、 学 ぶ べ き ポ イ ン ト~ 

 

座長：橋口 篤（大津赤十字病院） 

    箕浦直人（和歌山県立医科大学附属病院） 

演者：田辺祐也（京都第二赤十字病院） 

    中村真一（公立八鹿病院） 

    米本隆浩（地方独立行政法人りんくう総合医療センター） 

 

【概要】血算・凝固検査・血球形態について、ベテラン技師が教えるべきポイントと、新人

技師や経験の浅い技師が学ぶべきポイントを講義して頂き、双方のスキルアップ

を目指す。     
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シンポジウムⅤ 生物化学分析部門 

緊急検査のいろは ～24時間対応への挑戦～ 

 

座長：松田哲明（大津赤十字病院） 

    東 正浩（市立敦賀病院） 

演者：黒瀬知美（福井大学医学部附属病院） 

    岡崎一幸（京都大学医学部附属病院） 

    井尻健太郎（淀川キリスト教病院） 

    渡邉勇気（神戸大学医学部附属病院） 

 

【概要】近年の緊急検査においては2 4時間対応が求められている。しかし時間外におい

てはルーチン担当以外の臨床検査技師が測定を行う機会も多い。そこで時間外

検査においても精確な結果を報告するための注意点や取り組みについて学びた

い。 

 

 

シンポジウムⅥ 病理細胞部門 

病理検査における医療安全 ～病理診断報告書の患者伝達確認を含めて～ 

 

座長：岡本秀雄（一般財団法人 住友病院） 

    前川秀樹（福井大学医学部附属病院） 

演者：秋山綾子（市立敦賀病院） 

     中屋佳子（新田塚医療福祉センター福井総合病院） 

    深田知也（淀川キリスト教病院） 

    玉木明子（神戸市立医療センター中央市民病院） 

    坂口美佐（日本医療機能評価機構 医療事故防止事業部） 

 

【概要】日本病理学会より「病理診断報告書 患者伝達確認のためのマニュアル」「病理

検体取り扱いマニュアル」が策定され、患者への確実な病理診断の伝達方法や

病理検体取り違えを防ぐために推奨される手順が記載されている。しかし、現状

では施設により対応に差があると考えられ、各規模の施設の医療安全に関する

取り組みを紹介していただく。また病理検査に関する医療安全、特に病理診断報

告書の患者伝達確認について基調講演をしていただき、疾患の最終診断である

病理診断について皆で考えていきたい。 
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シンポジウムⅦ 臨床生理部門 

次世代育成の為の工夫 

 

座長：鮎川宏之（滋賀県立総合病院） 

    増田信弥（公益社団法人京都保健会） 

演者：山崎功次（社会医療法人ペガサス 馬場記念病院） 

    河野裕樹（市立敦賀病院） 

    今川 昇（一般財団法人 京都工場保健会） 

    三田村康仁（市立敦賀病院 循環器内科） 

 

【概要】検査室内・外、院外活動におけるマネージメントを含めた次世代技師の育成方法

を学ぶ。また、医師からの技師を育成するための工夫も学ぶ。 
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第60回日本臨床衛生検査技師会近畿支部医学検査学会  一般演題 

 

 

    チーム医療 

 

1.先端糖尿病チーム活動に新たに加わるデバイス管理-F r e e S t y l eリブレL i n kへの期待- 

  鵜塚仁菜 ほか （一般財団法人住友病院 臨床検査技術科） 

２.神戸大学医学部附属病院バイオリソースセンターにおける臨床検査技師の取り組み 

  福岡知也 ほか （国立大学法人神戸大学医学部附属病院） 

 

     一般 

 

1.ディスポーザブル血球計算盤「ｆスライド（ＦＲGrid）」の基礎的検討 

  西 沙智圭 ほか （日本赤十字社 大阪赤十字病院） 

2.当院で経験した寄生虫感染症 2症例 

  江殿 彩 ほか （神戸赤十字病院） 

3.巣状分節性糸球体硬化症治療経過時の高タンパク尿の原因が乳び尿と考えられた一例 

  中島和希 ほか （兵庫県立尼崎総合医療センター） 

 

    血液 

 

1.エミシズマブ投与中の血友病 A 患者におけるトロンポエラストグラフィ（TEG6s®）の有用性 

  平康雄大 ほか （和歌山県立医科大学附属病院） 

2.血小板凝集像と血小板フラグ「PLT-clumps?」の乖離を認めた２例 

  萩原祐至 ほか （大阪鉄道病院） 

3.葉酸欠乏にパルボウイルス感染を併発した小児の一例 

  杉本 充 ほか （福井大学医学部附属病院） 

4.本態性血小板血症様の血小板増多を呈した慢性骨髄性白血病 

  森田唯花 ほか （地方独立行政法人奈良県立病院機構 奈良県総合医療センター） 

5.血清 VitaminB12値が正常範囲であった悪性貧血の症例 

  廣部 健 ほか （福井県立病院 検査室） 
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病理細胞 

 

1.胸水と CTガイド下針生検鉗子洗浄液に悪性中皮腫細胞を認めた一例 

  大浦季恵 ほか （国立大学法人神戸大学医学部附属病院） 

2.口腔疣贅状扁平上皮癌の１例 

  伊藤淳子 ほか （一般財団法人新田塚医療福祉センター福井総合病院） 

3.乳癌におけるP D - L 1 ( S P 1 4 2 )および肺癌におけるP D - L 1 ( 2 2 C 3 ) ( S P 1 4 2 )について 

  廣尾真奈 ほか （（株）兵庫県臨床検査研究所・HPL） 

4.切出し完了後の臓器保存用試薬の差異による免疫染色への影響について 

  今川奈央子 ほか （国立大学法人神戸大学医学部附属病院） 

 

生理 

 

1.技師の報告が診断につながった１症例 

  野路千恵梨 ほか （福井県済生会病院） 

2.結合組織病患者の肺高血圧症診断における当院の心臓超音波検査の現状 

  野村亜希 ほか （福井大学医学部附属病院） 

3.膵管内出血を伴った膵管内管状乳頭腺癌の一例 

  坂上綾華 ほか （医療法人宝生会 PL病院） 

4.健診の腹部超音波検査が診断の契機となった膵管癌の１例 

  長谷川 礼 ほか （福井県済生会病院） 

5.悪性腫瘍と鑑別が困難であった肝内胆管腺腫の一例 

  植田七海 ほか （医療法人宝生会 PL病院） 

6.Budd-Chiari症候群の一例 

  原口律香 ほか （恩賜財団大阪府済生会中津病院） 

7.乳癌との鑑別に難渋したコレステリン肉芽腫の一例 

  井西千晶 ほか （医療法人宝生会 PL病院） 

8.超音波検査にて経時的変化を観察し得た肉芽腫性乳腺炎の１例 

  高橋香織 ほか （独立行政法人国立病院機構 敦賀医療センター） 

9.高齢者乳がんの一症例 薬物治療後の経過を観察できた一症例 

  岩堂清美 ほか （一般財団法人京都工場保健会） 

10.甲状腺超音波健診の腫瘤性病変に対する要精査の判定基準の検討 

  與儀朱里 ほか （一般財団法人新田塚医療福祉センター福井総合クリニック） 
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11.DLCO,D’LCO の予測値に関する検討 

  有吉 輝 ほか （福井大学医学部附属病院） 

12.発作時脳波を契機として診断された側頭葉てんかんの１例 

  田外大輝 ほか （社会福祉法人恩賜財団済生会支部 大阪府済生会中津病院） 

 

微生物 

 

1.当院における SARS-CoV-2検査導入 

  永原麻友美 ほか （財団法人淀川勤労者厚生協会 西淀病院） 

2.コバス LiatSARS-Cov2&FulA/Bの性能評価 

  堀井結女 ほか （公立大学法人和歌山県立医科大学附属病院） 

3. G E N E C U B Eの異なる核酸抽出法による SARS-CoV-2 の検出能m a g L E A D法 と加 熱 処 理 法 を比較 

  亀井直樹 ほか （社会福祉法人恩賜財団済生会兵庫県病院） 

4.BD-MAXを用いた SARS-Cov-2変異株スクリーニング検査 

  岩根文男 （社会医療法人 岡本病院（財団）京都岡本記念病院） 

5.福井県におけるC O V I D 1 9濃厚接触者の陽性化率-C O V I D-19a変異株の感染力- 

  大西秀典 ほか （福井大学医学部地域医療推進講座） 

6.福井県における COVID19通常株と a変異株の比較 

-COVID19a変異株の病態に変化はあったのか？- 

大西秀典 ほか （福井大学医学部地域医療推進講座） 

7.福井県における腸管出血性大腸菌分離株の Stxサブタイピング解析 

横山孝治 ほか （福井県衛生環境研究センター） 

8.京都府内の河川における基質特異性拡張型β ラ ク タ マ ー ゼ産生E s c h e r i c h i a  c o l iの検出 

  東 優太 ほか （京都橘大学健康科学部臨床検査学科） 

9.ライサス S4を用いた薬剤耐性菌の迅速報告に関する検討 

  木下 愛 ほか （滋賀医科大学医学部附属病院） 

10.当院における Xpert MRSA/SA BCの有用性の評価 

   村上 潤 ほか （宝塚市立病院） 

11.血液培養より Roseomonas mucosaを分離した 1症例 

  山田菜摘 ほか （社会医療法人神鋼記念会 神鋼記念病院） 

12.帰国者耐性菌スクリーニング検査がN D M 型 M B L産生菌の検出に有用であった1例 

  楠原瑞貴 ほか （一般財団法人住友病院 臨床検査技術科） 

13.当院の微生物検査院内化前後の検出菌状況比較 

  森岡佑梨 ほか （社会医療法人 岡本病院（財団）京都岡本記念病院） 
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生物化学 

 

1.ウエット法とドライ法についての検討 

  竹本智聖 ほか （医療法人友紘会 奈良友紘会病院） 

2.JCA-ZS050における反応過程チェック支援ツールを用いた異常反応タイムコースへの対応 

  山本 誉 ほか （恩賜財団済生会滋賀県病院） 

3.インドシアニングリーン(ICG)が検査値に及ぼす影響（第 2報） 

  藤原萌子 ほか （兵庫医科大学病院 臨床検査技術部） 

4.ALPおよび LD IFCC法対応試薬の基礎的性能評価 

  竹内貴洋 ほか （福井大学医学部附属病院 検査部） 

5.ナノピア LRGの基礎的検討 

  椹口瑞季 ほか （兵庫医科大学病院 臨床検査技術部） 

6.アーキテクト・TRAbの基礎検討 

  日浦舞子 ほか （公立大学法人和歌山県立医科大学附属病院） 

7.梅毒は本当に増えているのか！産婦人科領域における患者の動向を探る 

  北川香織 ほか （医療法人竹村医学研究会小阪産病院） 

8.新型コロナウイルススパイク抗体試薬の性能評価 

  水本早紀 ほか （株式会社ファルコバイオシステムズ総合研究所） 

9.医療従事者におけるワクチン接種前後の抗 SARS-CoV-2抗体価測定 

  中山奈月 ほか （地方独立行政法人奈良県立病院機構奈良県総合医療センター） 

10.カシリビマブ・イムデビマブ抗体カクテル薬投与と抗 SARS-CoV-2抗体価 

  井上裕行 ほか （地方独立行政法人奈良県立病院機構奈良県総合医療センター） 

 

輸血 

 

1.新鮮凍結血漿の解凍業務導入による変化 

  海老田ゆみえ ほか （福井大学医学部附属病院） 

2.全自動輸血検査装置におけるABO血液型ウラ検査反応増強プロトコルの検討 

  中島久晴 ほか （地方独立行政法人奈良県立病院機構奈良県総合医療センター） 

3.オモテ・ウラ不一致の原因精査に苦慮したAelの一症例 

  田中 竣 ほか （兵庫県立丹波医療センター） 

4.PEG-IAT法では検出できなかった抗 Jkaを ECHOで検出した症例 

  山口美加 ほか （福井県済生会病院） 
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5.抗K A N N Oを保有した妊婦および抗 Eと抗K A N N Oの複数抗体を保有した妊婦症例 

  森井里香 ほか （地方独立行政法人大阪市民病院機構大阪市立総合医療センター） 

6.Miltenberger関連抗原に対する抗体を検出した妊婦の１症例 

  増永志穂 ほか （福井大学医学部附属病院） 

7.新生児同種免疫血小板減少症（NAIT）を経験した 1症例 

  金田健太郎 ほか (福井県済生会病院) 

 

 

 

第40回日本衛生検査所協会近畿支部学術研究発表会  一般演題 

 

 

1.真菌直接鏡検の検討～ZOOM液と ZOOMBLUE液による比較～ 

  岡 大祐 ほか （（株）近畿予防医学研究所） 

2.CS1600におけるレボヘム PTの基礎的検討 

  高井由美子 （（一社）京都微生物研究所） 

3.酵素項目におけるキャリブレーションモニタリングの有用性 

  中里健一 （（株）兵庫県臨床検査研究所） 

4.ICGオンライン化の検討 

  古田梨奈 ほか （（株）LSI メディエンス 関西ラボラトリー） 

5.アンモニア除蛋白液が薬物・生化学検査に及ぼす影響について 

  内野恵美 ほか （（株）ファルコバイオシステムズ総合研究所） 

6.全自動尿中有形成分分析装置UF5000の性能評価 

  堤 拓輝 （（一社）京都微生物研究所） 

7.簡易偏光顕微鏡で鋭敏色板の導入検討 

  吉田 喬 ほか （（株）兵庫県臨床検査研究所） 

8.神戸市内における COVID-19感染症拡大経路の解析 

  大澤律江 （（株）LSI メディエンス 神戸市医師会ラボラトリー） 

9.新型コロナウイルス核酸同定検査における PANTHER Systemの性能試験 

  福井友海 ほか （（一財）阪大微生物病研究会） 

10.新規開発 one-step real-time RT-PCR試薬の性能評価 

  羽鳥暢晃 ほか （（一財）阪大微生物病研究会） 

11.コミュニケーションアプリ「LINE」を活用した医療情報提供について 

  上西知幸 ほか （（株）日本医学臨床検査研究所） 
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共催セミナー 

 

共催 1：極東製薬工業株式会社・東洋紡株式会社 

    座長：中村竜也（京都橘大学 健康科学部） 

 

  百日咳の検査・診断の最新トピックス ～菌トレを交えながら～ 

    大楠清文 （東京医科大学 微生物学分野） 

 

共催 2：シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス株式会社 

 

 臨床検査部門からの病院経営への貢献 

            ～業務効率化の先に何を見据えるか～ 

    松尾久昭 （シーメンスヘルスケア株式会社 M＆S 本部マーケティング＆エデュケーション部）  
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学会開催一覧 

    

回 開催日 担当県 開催場所 

1 昭和 36年 11月 19日（日） 大阪 国立大阪病院講堂 

2 昭和 37年 11月 17日（土） 18（日） 京都 京都大学医学部講堂 

3 昭和 38年 10月 20日（日） 兵庫 神戸市医師会臨床検査センター 

4 昭和 39年 9月 27日（日） 奈良 奈良市市庁舎別館 

5 昭和 40年 11月 14日（日） 京都 京都府立大学記念講堂 

6 昭和 41年 10月 23日（日） 和歌山 和歌山県立医科大学松下講堂 

7 昭和 42年 12月 10日（日） 大阪 大阪府農林会館 

8 昭和 43年 12月 1日（日） 兵庫 兵庫県民会館 

9 昭和 44年 10月 12日（日） 京都 京都会館第一ホール 

10 昭和 45年 10月 18日（日） 奈良 奈良県立医科大学 

11 昭和 47年 3月 12日（日） 滋賀 滋賀県教育会館 

12 昭和 47年 11月 26日（日） 兵庫 兵庫県民会館 

13 昭和 48年 11月 11日（日） 大阪 日本生命中之島研究所 

14 昭和 49年 10月 27日（日） 和歌山 和歌山県民会館 

15 昭和 50年 10月 26日（日） 京都 京都教育文化センター 他 

16 昭和 51年 10月 3日（日） 奈良 奈良県立医科大学 

17 昭和 52年 10月 2日（日） 滋賀 滋賀ビル 

18 昭和 53年 10月 15日（日） 福井 福井工業大学 

19 昭和 54年 10月 28日（日） 大阪 近畿大学医学部 

20 昭和 55年 11月 22日（土） 23（日） 兵庫 兵庫県民会館 

21 昭和 56年 12月 6日（日 京都 京都教育文化センター 他 

22 昭和 57年 10月 2日（土） 3（日） 和歌山 和歌山市民会館 他 

23 昭和 58年 11月 13日（日） 奈良 奈良県立医科大学 

24 昭和 59年 9月 30日（日） 滋賀 滋賀県医師会館 他 

25 昭和 60年 9月 29日（日） 福井 福井工業大学 

26 昭和 61年 10月 19日（日） 兵庫 神戸国際会議場 他 

27 昭和 62年 11月 29日（日） 大阪 大阪科学技術センター 他 

28 昭和 63年 10月 23日（日） 和歌山 和歌山市民会館 

29 平成 1年 11月 26日（日） 京都 京都市教育文化センター 

30 平成 2年 9月 22日（土） 23（日） 奈良 奈良県立医科大学 

31 平成 3年 10月 20日（日） 滋賀 滋賀県立文化産業交流会館 
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32 平成 4年 9月 26日（土） 27（日） 福井 福井市フェニックス・プラザ 

33 平成 5年 10月 23日（土） 24（日） 大阪 大阪科学技術センター 

34 平成 6年 10月 2日（日） 兵庫 神戸国際会議場 

35 平成 7年 11月 12日（日） 和歌山 和歌山市民会館 他 

36 平成 8年 10月 27日（日） 京都 京都総合見本市会館パルスプラザ 

37 平成 9年 10月 19日（日） 奈良 かしはら万葉ホール 

38 平成 10年 12月 6日（日） 滋賀 立命館大学びわこ・くさつキャンパス 

39 平成 11年 10月 16日（土） 17（日） 福井 福井市フェニックス・プラザ 

40 平成 12年 10月 28日（土） 29（日） 大阪 大阪国際交流センター 

41 平成 13年 10月 27日（土） 28（日） 兵庫 神戸国際会議場 

42 平成 14年 10月 26日（土） 27（日） 和歌山 和歌山ビック愛 

43 平成 15年 10月 18日（土） 19（日） 京都 国立京都国際会館 

44 平成 16年 10月 16日（土） 17（日） 奈良 かしはら万葉ホール 

45 平成 17年 10月 15日（土） 16（日） 滋賀 ピアザ淡海 滋賀県立県民交流センター 他 

46 平成 18年 10月 21日（土） 22（日） 福井 福井市フェニックス・プラザ 

47 平成 19年 11月 24日（土） 25（日） 大阪 グランキューブ大阪（大阪国際会議場） 

48 平成 20年 10月 18日（土） 19（日） 兵庫 兵庫医療大学 

49 平成 21年 11月 28日（土） 29（日） 京都 みやこめっせ（京都市勧業館） 

50 平成 22年 12月 11日（土） 12（日） 奈良 奈良県文化会館 

51 平成 23年 10月 29日（土） 30（日） 滋賀 ピアザ淡海 滋賀県立県民交流センター 他 

52 平成 24年 9月 29日（土） 30（日） 和歌山 コガノイベイホテル 

53 平成 25年 10月 19日（土） 20（日） 福井 福井市フェニックス・プラザ 

54 平成 26年 9月 20日（土） 21（日） 兵庫 神戸国際会議場 

55 平成 27年 10月 17日（土） 18（日） 大阪 大阪国際交流センター 

56 平成 28年 5月 14日（土） 15（日） 和歌山 和歌山 JAビル・新橘ビル 

57 平成 29年 10月 28日（土） 29（日） 京都 国立京都国際会館 

58 平成 30年 12月 1日（土）  2（日） 奈良 奈良春日野国際フォーラム甍 

59 令和 1年 10月 26日（土） 27（日） 滋賀 ピアザ淡海 滋賀県立県民交流センター 他 

 
コロナ禍により 1年延期となる------------------------------------------ 

60 令和 3年 11月 27日（土） ～ 

12月 10日（金） 
福井 WEB開催（オンデマンド配信） 
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協賛企業一覧（50音順） 

     

   広告掲載                     WEBバナー 

アークレイマーケティング株式会社       アークレイマーケティング株式会社 

アボットジャパン合同会社              アボットジャパン合同会社  

栄研化学株式会社                    栄研化学株式会社 

H.U.フロンティア株式会社          H.U.フロンティア株式会社 

株式会社アイディエス             株式会社上田五兵衛商店                  

株式会社上田五兵衛商店             株式会社タウンズ 

株式会社タウンズ                     株式会社テクノメディカ 

株式会社テクノメディカ                株式会社ミズホメディ― 

株式会社ミズホメディ―            キャノンメディカルシステムズ株式会社      

キャノンメディカルシステムズ株式会社   極東製薬工業株式会社 

極東製薬工業株式会社            シスメックス株式会社 

近畿臨床検査薬卸連合会           シーメンスヘルスケア・ 

シスメックス株式会社                  ダイアグノスティクス株式会社 

シーメンスヘルスケア・             積水メディカル株式会社 

ダイアグノスティクス株式会社    デンカ株式会社 

積水メディカル株式会社            東洋紡株式会社 

デンカ株式会社                 日水製薬株式会社 

東洋紡株式会社                 日本ベクトン・ディッキンソン株式会社 

日水製薬株式会社               平野純薬株式会社 

日本ベクトン・ディッキンソン株式会社      フクダ電子株式会社  

平野純薬株式会社               富士フイルム和光純薬株式会社 

フクダ電子株式会社              ベックマン・コールター株式会社 

富士フイルム和光純薬株式会社       丸文通商株式会社 

ベックマン・コールター株式会社       ラジオメーター株式会社 

丸文通商株式会社               ロシュ・ダイアグノスティックス（株） 

ラジオメーター株式会社 

ロシュ・ダイアグノスティックス（株） 
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   オンライン展示会                  

アークレイマーケティング株式会社        

アボットジャパン合同会社               

栄研化学株式会社                                               

株式会社テクノメディカ                 

株式会社ミズホメディ―                 

シスメックス株式会社 

富士フイルム和光純薬株式会社 

ベックマン・コールター株式会社 

ラジオメーター株式会社 

ロシュ・ダイアグノスティックス（株） 

 

   共催セミナー 

極東製薬工業株式会社・東洋紡株式会社 （共同にて） 

シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学会開催にあたり、各社より多大なご協力をいただきました。
ここに深甚なる感謝の意を表します。 
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◆事務局 ： 一般社団法人 福井県臨床検査技師会 
〒918-8231 福井県福井市問屋町 1-1 
E-maiｌ：60ｔｈkinkijimu@fukui-amt.org 

 
◆運営事務局 : 株式会社ライトスタッフ 
〒910-0019 福井県福井市春山」1丁目 1-14 福井新聞さくら通りビル 3階 
E-maiｌ：60thkinki@right-stuff.biz 

mailto:60ｔｈkinkijimu@fukui-amt.org
mailto:60thkinki@right-stuff.biz

